
　　　　　

　　　姫路のくさり　
　　　　

くさりの歴史
　　　　　　ぎじゅつ　　　　かん

　進んだ技術が、韓国から来て、今
から約２２００年前から鉄が作られて
いた。そして、約１００年前、姫路で
生まれた、せ川と言う人が、大阪でく
さり工場を作りました。そのくさりが、
大変人気があり、ものすごい注文が
来たので、大阪工場だけでは作りき
れないので、姫路工場を造（つく）っ
た。　　　　　　　　　

全国一のくさり
　姫路のくさりは、３万８６０トン平成１
１年およそ７０％、徳川中期、（とくが
わちゅうき）松原（まつばら）くぎとよ
ばれる、くぎのちゅうぞうぎじゅつが発達（はったつ）しており、めいじちゅうきには
船くぎのせいぞうにかわり、大正５年、大阪からたんぞうによるくさりの製法（せい
ほう）が導入（どうにゅう）されたことが、始まりとされています。
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主にどう使われているか
　　・船　・遊具（ブランコなど）　
・さく　・魚をとるあみ・物をつる　
運ぶ　・いかり　・バイクのチェーン
などに使われているます。

どんな原料で作っているか
　近くの工場で６～７メートルの丸いぼ
うを買って作る。

　　　　　　　　　　　　　くさりの部品↑

どこに売り出されているか
　　今は日本じゅうだけで売られていたが、昔は海外でも売り出されていた。（・イギリス・ロン
ドン・ディスカバリーなど。）　

くさりの種類はどれだけあるか
　姫路は主にリンクチェーンを作っていて、種類が何個かあり、・スタッドリンクチェーン・ショー
トリンクチェーン・ロングリンクチェーンの３種類が姫路で作っている。

くさりの種類
　　　　→
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　これが姫路のくさり

　　　　　　　　　こ　→
　これがくさりの１個分
です。
　　　↓　　　　

　　

←くさりの作り方
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　　　　　　　　　　　　ジェイ

←これは材料をｊ型に曲げている所
　です。

これは材料を６５０℃～７５０℃に
　　　加熱し終わった所です。→

　　かねつ

　加熱（意味、熱を加えること。）

　

←くさりの作る
　手順
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一番左の人がこのくさりの工場の社
長の衣川（きぬがわ）さんです。→

感想
　今までは、くさりの事など全然気にしてなかったけど、この勉強を
していろんな事が、わかりました。姫路のくさりが、全国一なのが一
番おどろきました。また、この勉強をしてみたいです。（Ｔ．Ｍ）

　ぼくはこの勉強をして、とてもくさりのことがくわしく分かりまし
た。どんな原料で作っているかは、近くの工場で６～７メートルの丸
いぼうを買って作るのや、姫路で作られているくさりはリンクチェー
ンなどいろいろなことを教えてくれて本当によかったです。またこん
なのをやりたいです。（Ｈ．Ｍ）

　ぼくは、このクサリ見学をして、とてもいい　勉強になりました。
学校でまとめると、このクサリのなぞが、分かりました。ぼくが調べ
て、おどろいたのは、クサリの種類がいろいろあるのが、おどろきま
した。（Ｋ．Ｋ）

　ぼくはこのくさりの勉強をして、どこで使われているかとか、どう
やって作っているかが分かりました。くさりはぼくたちの生活にはほ
とんどみないけど、港などに行けばたくさんくさりが使われているの
が、分かりました。（Ｎ．Ｎ）
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